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都市地域における大気中および住民の肺内の無機繊維の

種類と繊維サイズの比較
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目的　都市住民の肺内無機繊維のうち，大気由来の可能性のある繊維，大気経由で吸入されたが

肺から排除または肺内で溶解したと考えられる繊維，肺内で生成した可能性のある繊維を推

定することである。

方法　都市大気試料21個ならびに職業的石綿曝露歴がないと考えられた都市住民の剖検肺36例を

対象とした。肺組織は凍結乾燥・低温灰化法で，大気試料はメンブランフィルター捕集・直

接転写法で電子顕微鏡観察用標本を作製した。無機繊維の種類の同定と計数ならびに繊維サ

イズの計測は分析電子顕微鏡で行った。非石綿繊維の種類は含有率30％以上の元素の組合せ

で26種類に分類した。

結果　1.　大気および肺組織の両者から検出された無機繊維はクリソタイル，アモサイト，アク

チノライト，トレモライトと非石綿繊維11種類であった。大気および肺組織の構成割合の平

均値は無機繊維の種類によって大きく異なっており，AlとSiを主成分とする繊維では大気

16.3％と肺組織62.3％，SとCaを主成分とする繊維では43.7％と0.0％，PとFeを主成分と

する繊維では0.4％と18.4％であった。

　2.　大気だけに検出された無機繊維は非石綿繊維15種類で，そのうち10種類の構成割合の

平均値はいずれも0.5％以下であった。

　3.　肺組織のみに検出された無機繊維はクロシドライトだけであった。

　4.　石綿の長さと直径は大気と肺組織の間で有意差はなかったのに対して，非石綿繊維の

長さと直径は大気の方が肺よりも有意に大きいか，あるいは大きい傾向にあった。

結論　大気の調査時期と調査場所が都市住民が吸入した大気と対応していないという制約はある

が，大気由来で肺内残留性の高い無機繊維として角閃石系石綿やAlとSiを主成分とする繊

維，逆に大気由来で肺内残留性が低い無機繊維としてSとCaを主成分とする繊維，肺内で

生成した可能性がある無機繊維としてPとFeを主成分とする繊維が示唆された。
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